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四
千
六
百
五
十
七
件
。
こ
れ
は
、
昨
年
一
月
か
ら
十
一

月
ま
で
に
発
生
し
た
平
塚
市
内
の
犯
罪
件
数
で
す
。
犯
罪

発
生
件
数
は
一
昨
年
の
同
時
期
よ
り
も
一
千
三
百
六
十
六

件
減
っ
て
い
ま
す
が
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
は
増
え
て
い
ま

す
。
犯
罪
者
は
見
ら
れ
る
こ
と
を
最
も
嫌
う
こ
と
か
ら
、

犯
罪
は
と
か
く
暗
い
と
こ
ろ
で
起
こ
り
が
ち
で
す
。
そ
こ

で
、
平
塚
市
で
は
防
犯
街
路
灯
を
順
次
明
る
く
し
て
い
く

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
安
全
課（
内
線
２
２
５
４
）

a照度アップ

20W蛍光灯 80W水銀灯

日
暮
れ
と
と
も
に
、
明
る
く
な
っ
た
防
犯
街
路
灯
に
灯
が
と
も
る（
神
田
高
校
南
側
）

昨
年
一
月
か
ら
十
一
月
ま
で

に
市
内
で
発
生
し
た
犯
罪
の
う

ち
、
窃
盗
犯
は
三
千
五
百
九
十

件
で
す
。
百
世
帯
あ
た
り
の
窃

盗
犯
罪
発
生
件
数
を
み
る
と
、

中
心
市
街
地
が
あ
る
平
塚
地
区

を
除
い
て
最
も
多
い
の
が
田
村
・

大
神
が
あ
る
神
田
地
区
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
十

七
年
度
は
こ
の
田
村
・
大
神
を

モ
デ
ル
地
区
と
し
、
防
犯
街
路

灯
を
照
度
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

照
度
ア
ッ
プ
し
た
街
路
灯
は
、

こ
の
モ
デ
ル
地
区
で
市
が
管
理

す
る
防
犯
街
路
灯
三
百
五
十
五

灯
の
う
ち
、田
村
で
六
十
灯
、大

神
で
三
十
灯
で
す
。
自
治
会
な

ど
か
ら
設
置
要
望
が
あ
っ
た
合

計
九
十
灯
の
防
犯
街
路
灯
が
昨

年
十
二
月
ま
で
に
二
○

蛍
光

灯
か
ら
八
○

水
銀
灯
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
十
八
年
度
は
こ

の
取
り
組
み
を
全
市
域
に
広
げ
、

防
犯
や
治
安
の
強
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

ワ
ッ

ト

ワ
ッ

ト

八
○

の
水
銀
灯
の
明
る
さ

は
、
四
・
五

直
下
で
約
十
ル

ク
ス
の
明
る
さ
で
す
。
こ
れ
は
、

下
で
新
聞
が
読
め
る
ほ
ど
の
明

る
さ
で
、
十

先
か
ら
も
歩
行

者
の
顔
や
行
動
が
見
え
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
通
行
者
の
安
全

が
確
保
で
き
、
防
犯
抑
止
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

一
灯
・
一
か
月
あ
た
り
の
電

気
料
は
、
二
○

蛍
光
灯
が
百

八
十
六
円
、
八
○

水
銀
灯
は

三
百
十
六
円
と
な
り
ま
す
が
、

水
銀
灯
は
高
効
率
な
省
エ
ネ
照

明
で
寿
命
が
蛍
光
灯
の
一
・
五

倍
ほ
ど
あ
り
ま
す
。 ワ

ッ
ト

ワ
ッ

ト

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

ワ
ッ

ト

窃
盗
犯
が
多
い

田
村
・
大
神
か
ら

下
で
新
聞
が
読
め
る
く

ら
い
の
明
る
さ
で
す

平塚地区 4.96
大野地区 3.24
豊田地区 2.63
神田地区 4.29
城島地区 3.02

岡崎地区 2.13
金田地区 2.43
金目地区 2.61
土沢地区 2.59
旭地区 2.54

100世帯あたりの窃盗犯罪
発生件数（平成17年1月～11月）

※単位は件。世帯数は平成17年１月
１日現在の98,376世帯で計算

防犯に携わる田村のみなさん

田村では60灯の防犯街路灯が明るくなりまし
た。暗くて、夜通るのが怖かったところでは、
明るくなったことで安心感も生まれています。
ただ、全体を見ると、まだまだ暗いところや逃
げやすい、隠れやすいといったところがありま
す。体験型の防犯講
習会などを開いて、
もっと地域の防犯意
識を高めていかなけ
ればと思っています。
今回、防犯街路灯

が明るくなったこと
は防犯意識向上の新
たな第一歩だと思い
ます。防犯意識が地
域に、そして、平塚市
全体にと大きく広が
っていくことを願っ
ています。

平塚市防犯協会田村支部支部長　市川博靖さん
田村自治会連合会会長　篠原剛さん
防犯指導員　金子虎之助さん　 （写真左から）

▲

防犯意識防犯意識が広が広がってほしいです 防犯意識が広がってほしいです 

田村・大神の防犯街路灯90灯を20Ｗから80Ｗに 田村・大神の防犯街路灯90灯を20Ｗから80Ｗに 
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平塚市役所　電話23－1111・35－1111

市
議
会
十
二
月
定
例
会
が
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
二
十

日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
二
十
九
議

案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
部
に
不
適
切
な
支
出
が
あ
っ
た
と
し
て
、
平
成
十
六

年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
認
定
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
政
に
対
す
る
市
民
の
み
な

さ
ん
の
意
見
や
考
え
な
ど
を
お

聞
き
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
た
め
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

市
の
行
政
施
策
や
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
主
な
活
動

・
モ
ニ
タ
ー
通
信
に
よ
る
地
域

情
報
の
提
供
、
意
見
の
提
出

・「
広
報
ひ
ら
つ
か
」
の
取
材
活

動
へ
の
協
力

・
市
政
研
修
会
や
施
設
見
学
会

へ
の
参
加

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
で

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
で
18

歳
以
上
の
方
。
た
だ
し
、
高
校

◆
市
長
・
助
役
の
給
与
を
減
額

平
塚
市
史
の
製
作
費
の
不
適

切
な
支
出
な
ど
、
不
適
正
な
事

務
処
理
で
市
政
へ
の
信
頼
が
失

わ
れ
た
こ
と
の
責
任
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
市
長
・
助
役
の

給
料
を
減
額
措
置
す
る
た
め
の

特
例
を
定
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
市
長
は
一
月
と

二
月
の
二
か
月
、
給
料
の
十
分

の
一
が
、助
役
は
一
月
の
一
か
月
、

給
料
の
十
分
の
一
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

職
員
課（
1

21
―
８
７
６
２
）

◆
市
民
病
院
駐
車
場
を
有
料
化

市
民
病
院
の
駐
車
場
を
四
月

一
日
か
ら
有
料
に
し
ま
す
。

駐
車
料
金
は
、
外
来
受
診
の

場
合
二
百
円
（
三
十
分
以
内
は

無
料
・
三
十
分
を
超
え
一
時
間

三
十
分
ま
で
は
百
円
）、入
院
の

場
合
は
二
日
目
以
降
一
日
に
つ

き
一
千
円
、
そ
の
ほ
か
の
利
用

は
三
十
分
を
超
え
る
と
一
時
間

湘南エリア全体の防災を、みんなで考え、語り合ってみませんか。
u日時 2月4日（土）午後1時30分～4時30分
u会場 茅ヶ崎市コミュニティホール（茅ヶ崎市役所分庁舎6階）
u定員 300人（先着順） u申し込み先 湘南地域県政総合センター県民課
（122－2711）※2歳～就学前のお子さんの保育があります（予約が必要です）

平成17年10月1日現在で実施した国勢調査の速
報値をお知らせします。

平塚市の人口は…
259,017人でした。前回（平成12年10月）の調査

より4,384人（1.7％）増加しました。
男女別の人口は、男性が132,158人、女性が

126,859人でした。

平塚市の世帯数は…
99,762世帯でした。前回の調査より6,704世帯

（7.2％）増加しました。
一世帯あたりの世帯員数は2.6人で、前回の調査

より0.14人減少しました。

※この結果は、国勢調査の速報値を基にしています
後日公表される確報値とは異なる場合があります

平成16年度決算は否決 平成16年度一般会計と特別会計の決
算認定は、一部に不適切な支出があったとして否決されました。
「不適切な支出」とされたのは、一般会計社会教育費のうち
「平塚市史８資料編・現代」の製作費約449万円です。本来、完
成した市史が納品された後に支払いをするべきところを、完成
を見込んで納品前に支払いをしたもので、その後、内容の訂正
などがあり、完成・納品が大幅に遅れました。

□問 行政総務課（121－8797）

百
円
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

病
院
総
務

課（
1
32
―
０
０
１
５
）

◆
交
通
災
害
共
済
は
終
わ
り
に

民
間
の
保
険
制
度
が
充
実
し

加
入
率
の
低
下
が
続
い
た
こ
と

か
ら
、
平
成
十
八
年
四
月
三
十

日
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。

廃
止
以
前
に
受
け
た
交
通
事

故
の
共
済
見
舞
金
は
、
発
生
か

ら
一
年
以
内
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
民
安
全

課（
内
線
２
２
６
３
）

◆
監
査
委
員
の
選
任

内
藤
光
孝
さ
ん
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
松
井
悳
哉
さ
ん
（
二

宮
町
）
の
選
任
を
求
め
、
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

新
倉
透
さ
ん
の
任
期
が
三
月

三
十
一
日
で
満
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
後
任
に
町
川
智
康
さ
ん

（
松
風
町
）を
推
薦
す
る
こ
と
で

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

「湘南を考える県民のつどい」を開催

防防災災
テテーーママはは

中越地震体験者が語ります
◇問い合わせ先　市民情報・相談課（121－8764）

□問 まちづくり政策室（121－9618）

福祉や教育など、これまでは主に行政が中心に
なって担ってきた市民生活を支えるまちづくり。
今では、生活様式が変わってきたことや価値観の
多様化などによって、さらにきめ細かく柔軟な対
応が求められています。
一方で、みなさんが自ら、暮らしやすい環境を

積極的につくるなど、市民によるまちづくりへの
主体的な取り組みが活発になってきています。
このような市民による自主的な活動と、議会や

行政によるまちづくりが、それぞれの特性や役割
を生かしながら対等な立場で連携し協力すること
を『協働の原則』として条例案に盛り込みました。
この基本原則によって、市民の目線に立ったま

ちづくりを、さらに効率的・効果的に進めていく
ことができるでしょう。

松井悳哉さん町川智康さん

平塚市の人口は259,017人

国勢調査結果速報です

職員・嘱託員を募集します
①女性のための相談窓口嘱託員〈1人〉
u対象 昭和25年4月2日～47年4月1日に生まれ、大学を卒業
または同等の学力がある人

u勤務日時 週3日、午前9時30分～午後5時15分
u賃金 月額129,500円
②保育士嘱託員〈4人〉
u対象 昭和41年4月2日～57年4月1日に生まれ、保育士の資格
がある人

u勤務日時 週5日、午前7時～午後7時のうち7時間
u賃金 月額164,700円
③保育園給食調理用務作業嘱託員〈○A…3人、○B…１人〉
u対象 昭和36年4月2日～47年4月1日に生まれ、高校を卒業
した人

u勤務日時 ○A週4日（平均30時間）、午前8時30分～午後5時15
分 ※隔週で土曜日の勤務（午前8時30分～午後0時30分）あ
り ○B週4～5日（平均20時間）、午前8時30分～午後0時30分
（月曜日は午前8時30分～午後5時15分）※隔週で月・土曜日
の勤務あり

u賃金 ○A月額120,300円、○B月額73,100円
④平塚市生きがい事業団事務職員〈1人〉
u対象 昭和51年4月2日～59年4月1日に生まれ、大学卒業程度
の学力と普通自動車運転免許があり、パソコンを操作できる人

u勤務日時 週5日、午前8時15分～午後5時
⑤平塚市開発公社嘱託員（土屋霊園作業員）〈1人〉
u対象 昭和18年4月2日～21年4月1日に生まれ、普通自動車
運転免許がある人

u勤務日時 週5日、午前8時30分～午後5時15分
u賃金 月額151,500円
⑥市民病院看護職員（助産師）〈若干名〉
u対象 昭和40年4月2日以降に生まれ、助産師の資格がある、
または平成18年3月までに助産師の資格を取得見込みの人

⑦市民病院視能訓練士嘱託員〈1人〉
u対象 昭和41年4月2日以降に生まれ、視能訓練士の免許が
ある人

⑧市民病院臨床検査科業務補助嘱託員〈1人〉
u対象 昭和36年4月2日以降に生まれた人
◆採用予定日 ①～④は平成18年4月1日以降、そのほかはお
問い合わせください

◆一次試験日時 ①～④1月28日（土）午前9時30分～正午、そ
のほかはお問い合わせください

◆応募方法 ①～④は職員課（市役所3階）にある「申込書」を
1月24日（火）までに本人が同課へ、⑤は開発公社（市役所西
附属庁舎2階）にある「申込書」を1月25日（水）までに同公社
へ、⑥～⑧は病院総務課にお問い合わせください

□問 ①～④職員課（121－8762）、⑤開発公社（121－5781）、
⑥～⑧病院総務課（132－0015・市民病院内）

1月
平成18年度の予算編成は「枠配

分方式」とし、各部局で工夫して予
算編成をすることにしました。そ
のため、毎年実施している事業の
経費は、各部局からの予算要求内
容を尊重しました。
それ以外の新規事業や投資的事

業は、税収など見込まれる収入の
額と支出のバランスを考え、事業
実施の判断や予算額の調整をしま
した。

12月27日、この結果を各部局に
提示しました。これを元に各部局
が事業を検討し、必要があれば再
度予算要求することになります。
収入の増加が見込めない状況の

中で、「やりたいこと」と「できる
こと」の差が大きくなり、厳しい
予算編成となっていますが、間も
なく、1月中には、編成過程の中間
発表ができそうです。

◆財政課（121－8765）

間もなく中間発表
当初予算編成過程

予
算
編
成
方
針
決
定

予
算
編
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

各
部
局
が
予
算
要
求

予
算
調
整
作
業

編
成
過
程
中
間
発
表

予
算
案
決
定

議
会
に
よ
る
議
決
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３８，３４８ ４５，５０７ 

７，５７９ １０，０３２ 
 

１４，３３３ 

６７，０２２ 

３２，７６２ 

１３４，９３１ 

５５，３９６ 

１９５，６３５ 

７３，４５２ 

２２９，９９０ 

８８，７４２ 

２５３，８２２ 

９９，７６２ 

２５９，０１７ 

市
議
会
12
月
定
例
会
の
結
果

市
民
病
院
駐
車
場
を
有
料
に

生
、
国
な
ど
の
常
勤
職
員
、
国

や
県
の
同
様
の
モ
ニ
タ
ー
を
し

て
い
る
方
な
ど
は
除
き
ま
す

▽
任
期

平
成
18
年
４
月
１
日

〜
20
年
３
月
31
日

▽
募
集
人
数

23
人
（
応
募
者

の
年
齢
･
性
別
・
居
住
地
域
な

ど
を
考
慮
し
て
選
考
）

▽
謝
礼

年
額
一
万
一
千
三
百
円

▽
応
募
方
法

市
民
情
報
･
相

談
課（
市
役
所
１
階
）、
公
民
館

に
あ
る
申
込
書
を
同
所
へ

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す

▽
締
め
切
り

２
月
20
日（
月
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
情

報
・
相
談
課（
1
21
―
８
７
６

４
）へ
。

市民・議会・行政 協働の原則



　学童保育会名 

なかよし学童保育会 
富士見学童保育会 
なかよしフレンド学童保育会 
山下学童保育会 
大野学童保育会 
中原学童保育会 
神田相模学童クラブ 
岡崎学童保育会 
金田学童保育会 
松が丘学童保育会 
勝原学童保育会 
松延地区学童保育会 

　 小学校区 

港小 
富士見小・南原小 
花水小 
山下小 
大野小 
中原小・南原小 
神田小・相模小 
岡崎小 
金田小 
松が丘小 
勝原小 
松延小 

 電話番号 

２４－０４５８ 
３１－６６１２ 
３５－４０５１ 
３４－１０６８ 
２３－７７７４ 
３３－７３４３ 
５４－６７７１ 
５８－６２９４ 
３５－０３１５ 
５３－１６９３ 
３２－５３１８ 
３６－６２２４ 

　 小学校区 

大原小 
旭小 
なでしこ小・花水小 
みずほ小・金目小 
真土小 
松原小 
崇善小 
豊田小 
松が丘小 
吉沢小・土屋小 
城島小・横内小 
八幡小 

 電話番号 

３４－７３４８ 
３６－０２７４ 
３３－２３２５ 
５８－１８８２ 
５５－７６９０ 
２３－７７２７ 
２３－８１０４ 
３６－９３３１ 
３６－０６６９ 
５９－５５２５ 
５５－８０８０ 
２３－８８６７ 

　学童保育会名 

大原学童保育クラブ 
旭学童保育会 
なでしこ児童クラブ 
金目コミュニティクラブ 
真土学童クラブ 
まつばら放課後児童クラブ 
そうぜん放課後児童クラブ 
豊田学童保育会 
こひつじ学童クラブ 
ひまわり学童 
わくわく美里学童クラブ 
やわた子ども村「やわたのいえ」 

３ 広報ひらつか　第807号（1日・15日発行）
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

・
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が

あ
る
方
は
、
昨
年
の
申
告
に
使

っ
た
収
支
内
訳
書

・
還
付
申
告
の
場
合
は
振
込
先

の
分
か
る
も
の

市
内
巡
回
申
告
会
と
税
理
士
会

に
よ
る
無
料
申
告
相
談

公
民
館
で
開
催
す
る
申
告
会

と
申
告
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
譲
渡
所
得
が
あ

る
方
、
住
宅
借
入
金
控
除
を
初

め
て
受
け
る
方
、
高
額
所
得
の

方
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

■
市
県
民
税
・
所
得
税
の
巡
回

申
告
会

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時

〜
４
時
30
分
で
す

・
２
月
２
日（
木
）吉
沢
公
民
館

・
２
月
３
日（
金
）金
目
公
民
館

・
２
月
６
日（
月
）岡
崎
公
民
館

・
２
月
７
日（
火
）金
田
公
民
館

・
２
月
８
日（
水
）神
田
公
民
館

償
却
資
産
の
所
有
状
況
申
告
は

１
月
中
に

平
成
十
八
年
一
月
一
日
現
在

で
事
業
用
資
産
を
お
持
ち
の
方

は
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

土
地
・
家
屋
を
除
く

事
業
用
償
却
資
産（
構
築
物
・
機

械
装
置
・
器
具
・
備
品
な
ど
）
で
、

そ
の
減
価
償
却
費
が
所
得
の
計

算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費

と
し
て
算
入
さ
れ
る
も
の

▽
申
告
期
限

１
月
31
日（
火
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
固
定
資

産
税
課（
内
線
２
２
９
１
）へ
。

国
民
健
康
保
険
税
は
確
定
申
告

の
控
除
対
象
で
す

国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
で
納
め
て
い
る
世
帯
に
、
納

付
額
の
通
知
を
一
月
中
に
送
り

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年

金
課（
1
21
―
８
７
７
５
）へ
。

・
２
月
13
日（
月
）城
島
公
民
館

・
２
月
14
日（
火
）豊
田
公
民
館

■
税
理
士
会
に
よ
る
無
料
申
告

相
談
会

▽
日
時

２
月
９
日（
木
）・
10

日（
金
）午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▽
会
場

旭
北
公
民
館

▽
対
象

所
得
金
額
が
三
百
万

円
以
下
の
小
規
模
事
業
所
得
者

や
、
医
療
費
控
除
な
ど
の
還
付

申
告
者

▽
問
い
合
わ
せ
先

平
塚
税
務

署（
1
22
―
１
４
０
０
）

で
確
定
申
告

書
が
作
れ
ま
す
！

画
面
上
の
項
目
に
、
必
要
事

項
を
入
力
し
て
申
告
書
が
作
れ

ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.nta.g

o.jp

）
の
「
所
得

税
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
金
は
、
申
告
内
容
を
よ
く
分
か
っ
て
い

る
本
人
が
申
告
書
を
作
っ
て
申
告
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

申
告
書
の
用
紙
な
ど
は
、
一
月
二
十
五
日

（
水
）か
ら
市
民
税
課
（
市
役
所
一
階
⑨
番
窓

口
）な
ど
で
お
配
り
し
ま
す
。「
確
定
申
告
の

手
引
き
」
や
「
申
告
書
の
書
き
方
」
を
参
考
に

自
分
で
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

市
民
税
課（
1
21
―
８
７
６
６
）

申告は3月15日までに
会場は市役所とラスカホールです
市県民税
所得税

□　問 青少年課（132ー7029）

共働きの家庭、母子・父子家庭など、放課後に保護者がいない世帯の小学
生が安心して過ごせる場所です。利用を希望する方は、午後1時～5時の間に
最寄りの学童保育会にお問い合わせください。

※平成18年4月に金目小学校区に新設予定
※平成18年度から保育料の減免制度が始まります

市市市市民民民民とととと
市市市市長長長長のののの

お住まいの地域のことや、まちづくりなどについて市長と話しませんか。

◆日時／会場

①1月28日（土）午後1時30分～4時／神田公民館

②2月16日（木）午後6時30分～9時／南原公民館

③2月24日（金）午後6時30分～9時／大野公民館

◆締め切り ①は1月23日（月）、②は2月9日（木）、③は2月14日（火）

◆定員 各20人（開催地域の方を優先して抽選）

◆申し込み方法 参加希望日と、住所、氏名、電話番号を電話、ファクス、

Ｅメールで市民情報・相談課（121－8764・621－9609・ jousou@city.

hiratsuka.kanagawa.jp）へ ※市のホームページ「いどばた会議」から

申し込むこともできます http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/idobata/

□問 市民情報・相談課（121－8764）

メール 

参加者募集

◆
市
県
民
税
の
申
告

▽
日
時

２
月
１
日（
水
）〜
３

月
15
日（
水
）午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

▽
会
場

市
役
所
１
階
市
民
ホ

ー
ル

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み

で
す
が
、
２
月
19
日（
日
）と
26

日（
日
）は
窓
口
を
開
き
ま
す

▽
申
告
が
必
要
な
方
　
所
得
税

の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
次
の
方
な
ど
で
す
。

＊
給
与
以
外
の
所
得（
不
動
産
・

雑
所
得
な
ど
）が
あ
っ
た

＊
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

◆
所
得
税
の
確
定
申
告

▽
期
日

２
月
16
日（
木
）〜
３

月
15
日（
水
）

▽
会
場
・
時
間

平
塚
駅
ビ
ル

６
階
ラ
ス
カ
ホ
ー
ル
（
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）、
市
役
所
１
階

市
民
ホ
ー
ル
（
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
）

※
営
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
所

得
、
譲
渡
所
得
な
ど
の
分
離
課

税
、
青
色
申
告
、
住
宅
借
入
金

控
除
の
申
告
や
相
談
は
ラ
ス
カ

ホ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み

で
す
が
、
２
月
19
日（
日
）と
26

日（
日
）は
窓
口
を
開
き
ま
す

●
申
告
に
必
要
な
主
な
も
の

・
申
告
書
と
印

・
所
得
を
証
明
で
き
る
も
の（
給

与
の
源
泉
徴
収
票
原
本
、
公
的

年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

・
医
療
費
の
領
収
書
、
生
命
・

損
害
保
険
料
の
控
除
証
明
書

レポーター
金子雪江さん
（市政モニター）

ポルトガル語で情報発信

庄司春江さん

「
ボ
ー
ア
ノ
イ
チ
！（
こ
ん
ば

ん
は
）」。「
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ナ

パ
サ
」
と
い
う
番
組
を
、
湘
南
エ

リ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送

「
ナ
パ
サ
」
で
、
毎
週
火
曜
日
、
午

後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
生
放
送
し

て
い
ま
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
担
当

の
庄
司
春
江
さ
ん
に
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

日
本
生
ま
れ
ブ
ラ
ジ
ル
育
ち
と

い
う
庄
司
さ
ん
。「
祖
国
を
見
て
み

た
い
」
と
帰
国
し
、
紹
介
さ
れ
た

勤
め
先
が
平
塚
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
日
本
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
二
か

国
語
を
話
せ
る
か
ら
、
お
願
い
で

き
な
い
か
し
ら
」
と
番
組
を
制
作

し
て
い
た
知
人
か
ら
出
演
を
依
頼

さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。「
だ
れ
か

代
わ
り
の
人
が
決
ま
っ
た
ら
、
辞

め
れ
ば
い
い
わ
」
と
い
う
軽
い
気

持
ち
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
で
は

自
ら
番
組
の
原
稿
を
書
き
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
用
意
す
る

ほ
ど
。
ま
た
「
日
本
語
で
も
聞
き

た
い
」
と
い
う
リ
ス
ナ
ー
の
要
望

に
も
こ
た
え
て
い
ま
す
。

十
年
間
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ

く
と
、
大
雪
で
バ
ス
が
止
ま
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
に
、
自
宅
か
ら
一

時
間
以
上
も
雪
の
中
を
歩
い
て
ス

タ
ジ
オ
へ
来
た
こ
と
が
記
憶
に
残

っ
て
い
る
と
か
。「
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

電
話
で
出
演
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」
と
、
こ
の
番
組
へ
の
熱
い

思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

「
み
な
さ
ん
に
聴
い
て
い
た
だ

い
て
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
に
必
要
な
情

報
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

地域の情報を外国籍の人々に届けるラジオ番組
「インタナショナルナパサ」で、ポルトガル語担当
として10年を迎えた庄司春江さんを紹介します。

農園仲間とおいしい野菜を作りませんか

市民農園の利用者を募集
◇問い合わせ先　農産課（135－8102）

u募集農園 ①寺田縄地区市民農園（寺田縄455―1）36区画　②北豊田地区市民農
園（北豊田126―1）16区画　※抽選　u利用期間 3月1日から2年間（更新あり）

u利用料金 1区画（40㎡）年額8,000円　u応募方法 往復はがき（1世帯1枚）に住
所、氏名、電話番号、希望農園名を記入して農産課（〒254―0051豊原町2―21・
豊原分庁舎2号館2階）へ　u締め切り 1月25日（水）

お住まいの地域の景観づくりについて、みん
なで考え、一緒に話しませんか。

【タウンミーティング】

【平塚の景観・パネル展】
u日時／会場
①1月16日（月）～20日（金）午前8時30分～
午後5時／市役所1階市民ホール　

②1月23日（月）～29日（日）午前9時～午後
5時／ひらつか市民活動センター　　　　　

□　問 都市政策課（121－8781）

タウンミーティングとパネル展

　会　場 

土屋公民館 

金目公民館 

崇善公民館 

金田公民館 

神田公民館 

大原公民館 

城島公民館 

旭南公民館 

市民活動センター 

　　 開催日時 

２/ ４（土）１０：００～１２：００ 

２/ ４（土）１４：００～１６：００ 

２/ ５（日）１０：００～１２：００ 

２/ ５（日）１４：００～１６：００ 

２/１１（祝）１０：００～１２：００ 

２/１１（祝）１４：００～１６：００ 

２/１２（日）１０：００～１２：００ 

２/１２（日）１４：００～１６：００ 

２/１８（土）１０：００～１２：００ 

　対象地区 

金目、真田、土沢 

金目、真田、土沢 

富士見、崇善 

豊田、金田、岡崎、城島 

横内、神田 

大野、中原 

豊田、金田、岡崎、城島 

旭 

花水、港 



あ
な
た
の
声
を
生
か
し
ま
す

▼
市
長
へ
の
手
紙
　
郵
送
料
市
負
担
の
手
紙
。
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

▼
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス

送
信
料
市
負
担
の
フ
ァ
ク
ス
。
番
号
は

7
０
１
２
０
―
７
０
４
５
８
９

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
民
情
報
・
相
談
課
（
1
21
―
８
７
６
４
）

な

で

し

こ

フ

ァ

ク

ス

市民相談室
（市役所１階）

121－8764
◇人権 １月17日（火）、２月
７日（火）13時～16時

◇行政　２月６日（月）13時～
16時

◇一般法律（予約制）毎週水・
木曜日13時～16時

◇登記・供託（予約制）毎月
第２金曜日13時～16時

◇土地境界・測量 ２月10日
（金）13時～16時
◇税務（予約制）毎月第１金曜
日13時～16時

◇住宅（新・改築） １月17日
（火）13時～16時
◇発明・考案・特許 ２月13
日（月）10時～15時

◇下請取引 １月16日（月）13
時30分～16時

◇年金・社会保険・労災 ２月
14日（火）13時～16時

◇外国籍市民　スペイン語：毎
月第１・３水曜日、ポルトガル
語：毎月第２・４水曜日。時間
は９時～12時と13時～16時

◇許認可届出 １月24日（火）
13時～16時

◇建築設計・耐震・バリアフリー
１月16日（月）13時～16時

◇労働（勤労者・事業主対象）
２月３日（金）13時～16時

◇一般市民 毎週月～金曜日
８時30分～17時

◇法律（予約制）２月14日（火）
13時30分～15時30分

◇生活支援・ボランティア
毎週月～金曜日８時30分
～17時

◇母子・家庭児童 毎週月～
金曜日９時～16時

◇来所・電話 毎週月～金曜
日８時30分～17時

◇来所・電話 毎週月～金曜日
９時30分～16時

◇来所（予約制・生活習慣病な
どの相談）毎月３回、曜日
は不定期、時間は午前９時

30分～10時30分または、
午後１時～２時30分

◇青少年相談　毎週月～土曜
日10時～18時30分

◇青少年専用ダイヤル・ヤング
テレホン133－7830

みみでなやみなし

毎週
月～土曜日10時～18時30分

◇来所 毎週月～金曜日10時
～17時

◇電話 毎週月～金曜日９時
～17時

◇子育ての相談・情報提供
月・火・水・金曜日９時30
分～16時

◇来所・電話 毎週月～金曜日
９時30分～12時・13時～16時

◇手話案内 FAX35－5770
毎週金曜日９時～12時30分
◇精神保健福祉（予約制）毎週
月～金曜日９時～16時

◇子どもの発達・発育の相談
毎週月～木曜日10時～15時
（来所相談は予約制）

保健福祉総合相談
（市役所南附属庁舎１階）

121－8779

福祉会館

133－2333

消費生活センター
（JAビルかながわ2階）

121－7530

子育て支援センター
（豊田分庁舎）

1・FAX34－9076

ヘルスアップ相談
（保健センター）

134－0311

障害がある方の相談
（市役所南附属庁舎1階・障害福祉課）

121－8774女性のための相談
（市役所東附属庁舎2階・男女共同参画推進室）

121－9611

青少年相談室
（市民センター２階）

134－7311

療育相談室
（福祉事業センター）
1・FAX32－2738

子ども教育相談センター
（崇善小学校北側）

136－6013
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十
月
の
あ
る
日
曜
日
、
わ
た
し
は
家
族

と
一
緒
に
日
帰
り
温
泉
に
行
き
ま
し
た
。

わ
た
し
が
そ
の
温
泉
の
脱
衣
所
で
着
替
え

て
い
た
と
き
、「
ま
だ
着
替
え
て
ね
え
の

か
。
い
い
か
げ
ん
に
し
ろ
。
の
ろ
ま
」
と
、

若
い
お
父
さ
ん
が
、
三
歳
く
ら
い
の
男
の

子
を
怒
鳴
っ
て
い
る
場
面
に
出
会
い
ま
し

た
。
男
の
子
は
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
な
顔

を
し
て
、
必
死
に
洋
服
を
着
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
男
の
子
の
不
安
そ
う
な
顔
と

父
親
の
汚
い
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
、
日
本
語
が
乱
れ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
日
本
語
に
関
す
る
書
籍
が
た
く

さ
ん
出
版
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
裏
に

日
本
語
の
危
機
を
感
じ
て
い
る
人
が
大
勢

い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
前
、
イ
ギ
リ
ス
の
友
人
が
「
イ
ギ
リ

ス
人
は
、
自
分
た
ち
が
使
う
英
語
に
誇
り

を
持
っ
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
、
美
し
い

英
語
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
ん
だ
」と

話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
は
今
、
相
談
と
い
う
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
保
護
者
と
面
談
を
す
る
と
き
、

初
対
面
の
方
と
の
面
談
が
多
い
の
で
、
緊

張
す
る
と
共
に
、
言
葉
選
び
に
苦
労
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
面
談
を
終
え
る
度
に
、

「
美
し
い
日
本
語
が
使
え
る
よ
う
　
」と
思

う
毎
日
で
す
。

「
超
○
○
」「
う
ざ
い
」「
○
○
だ
し
ー
」

な
ど
、
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
で

も
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う

か
。
我
々
大
人
が
、
ま
ず
、
日
本
語
に
誇

り
を
持
っ
て
、
美
し
い
言
葉
を
使
う
こ
と

に
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

●
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
善
小
学
校
北
側
（
1
36-

６
０
１
３
）

教育相談 

日
本
語
に
プ
ラ
イ
ド
を

歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、
食

べ
物
の
好
き
嫌
い
が
出
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
こ
れ
は
好
き
」

「
こ
れ
は
嫌
い
」と
い
う
場
面
が
増
え

る
こ
と
は
、
自
分
の
意
思
を
表
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
発
達
の

一
つ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
毎
日

の
食
卓
で
は
悩
み
の
種
で
す
ね
。

ま
ず
は
、
周
囲
が
好
き
嫌
い

の
原
因
を
つ
く
っ
て
い
な
い

か
、
次
の
こ
と
を
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

①
家
族
に
食
べ
物
の
好

き
嫌
い
は
あ
り
ま
せ
ん
か

②
食
事
中
に
甘
い
飲
み
物
は

出
て
い
ま
せ
ん
か
③
食
事
や
お

や
つ
時
間
以
外
に
何
か
食
べ
て
い
ま

せ
ん
か
④
味
付
け
や
硬
さ
な
ど
は
年

齢
に
合
っ
て
い
ま
す
か
⑤
兄
弟
が
で

き
る
な
ど
、
環
境
の
変
化
か
ら
自
分

に
関
心
を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん

か
⑥
苦
か
っ
た
り
、
か
ら
か
っ
た
り

と
嫌
な
経
験
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

こ
う
し
た
原
因
を
取
り
除
い
て
い

き
な
が
ら
、
家
族
が
お
い
し
そ
う
に

食
べ
る
姿
を
見
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
親
子
で
料
理
を
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
最

初
は
食
べ
な
く
て
も
「
手
伝
っ
て
く

れ
た
か
ら
お
い
し
い
ね
」
と
お
話
を

し
て
食
べ
さ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
一
口
で
も
食
べ
ら
れ
た
ら
、

た
く
さ
ん
褒
め
て
く
だ
さ
い
。
味
覚

の
発
達
上
、
こ
の
こ
ろ
の
好
き
嫌
い

は
固
定
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
一
時

期
嫌
い
だ
っ
た
食
べ
物
を
様
々
な
食

経
験
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
無

理
強
い
せ
ず
に
、
ゆ
っ
く
り
待
っ
て

あ
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

●保健センター
（134－0311）

好き嫌いが出てきたのですが

育児相談

一

1月26日は文化財防火デーです。これに合わせ、市では、市内にある国・県・

市指定の重要文化財が防火基準に合っているかの査察をします。市内には、国指

定重要文化財の光明寺本堂内厨
ず

子
し

など、数多くの文化財があります。これらは災

害から守り、未来へと伝えなければならない大切な財産です。

1月26日は文化財防火デー

貴重な文化財を災害から守ろう
◇問い合わせ先　社会教育課（135－8124）

補助錠を付けましょう
侵入にかかる時間を長くするこ

とが空き巣防止に効果的です。窓
ガラスを割られて侵入されるケー
スが多発しています。窓に補助錠
やガラスフィルムを取り付けるこ
とで侵入を防ぎましょう。

企
業
の
職
員
が
現
場
で
作
業
を

し
て
い
る
と
き
に
、
犯
罪
な
ど
の

情
報
を
得
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
情
報
を
提
供
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
企
業
・
平
塚
警
察

署
・
平
塚
市
の
三
者
で
覚
書
を
締

結
し
て
い
ま
す
。

覚
書
を
締
結
し
て
い
る
企
業
は
、

次
の
よ
う
な
と
き
に
得
た
犯
罪
な

ど
に
関
す
る
情
報
を
市
や
平
塚
警

察
署
に
提
供
し
ま
す
。

【
覚
書
を
締
結
し
て
い
る
企
業
】

▽
東
京
電
力
㈱
平
塚
支
社

検
針
や
電
柱
の
調
査
な
ど
を
し

て
い
る
と
き

▽
東
京
ガ
ス
㈱
神
奈
川
西
支
店

検
針
や
料
金
の
収
納
、
安
全
点

被害多発地域は、平成17年1月から11月までに発生した件数
をもとに掲載しています（平塚警察署調べ）。これ以外の地域で
も被害は発生しています。日ごろの心構えをしっかりと持つよ
うにしましょう。市内の犯罪発生状況は市のホームページ「市
民安全課防犯情報」のコーナーでもお知らせしています。

■1 19件　日向岡　　　　　　　■4９件　ふじみ野、纒

■2 13件　徳延　　　　　　　　■5８件　河内

■3 10件　大神、四之宮

被害多発地域

ひったくり バッグは歩道側に
バッグを車道側に持っている

女性がねらわれやすい傾向があ
ります。バッグは歩道側に持ち
ましょう。自転車のかごにバッ
グを入れるときは防犯ネットが
効果的です。

■1８件　徳延　　　　　　　■4５件　田村、中里、東真土、

■2７件　明石町、四之宮　　 平塚、山下　

■3６件　中原、錦町　　　　■5４件　南原、宮の前

被害多発地域

駐輪場に置きましょう
鍵をかけていても路上に放置したまま

では被害に遭う確率が高くなってしまい
ます。自転車は明るく監視の行き届いた
駐輪場に置きましょう。また、２個以上
の鍵をかけたり、ワイヤー錠などで固定
物につないでおいたりすると効果的です。

■1 167件　紅谷町 ■4 40件　四之宮

■2 59件　宝町 ■5 38件　代官町　

■3 45件　田村　　　　　　

被害多発地域

■駅北口中心商店街に5基
駅北口中心商店街にスーパー防犯灯（街頭緊

急通報システム）が設置されました。スーパー
防犯灯は110番通報のように、事件や事故のと
きに音声と映像
で警察署に直接
通報できるシス
テムです（設置
場所は右地図内
●の5か所）。

t赤い「つうほうボタン」を押すと平塚警察署
につながります。

地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます地域に出ること、そこから防犯の力が生まれます

ー
ス
ト
五
位
で
す
か
ら
、
防
犯
意
識
を

高
め
て
い
く
こ
と
で
、
も
っ
と
犯
罪
を

減
ら
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

防
犯
意
識
を
高
め
る
に
は
ま
ず
、
自

治
会
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
に

「
ひ
っ
た
く
り
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
」「
自
転
車
に
は
鍵か

ぎ

を
掛
け
ま
し
ょ
う
」。

そ
ん
な
呼
び
掛
け
を
し
な
が
ら
、
定
期

的
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
防
犯
意
識
と
警
察
の
協
力
で

犯
罪
発
生
件
数
は
減
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、地
域
の
防
犯
意
識
に
は
ま
だ
、温

度
差
が
あ
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
一

人
一
人
の
防
犯
意
識
が
弱
い
地
域
は
ね

ら
わ
れ
や
す
い
も
の
で
す
。

平
塚
市
の
犯
罪
発
生
件
数
は
県
内
ワ

出
て
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
夏
休
み

に
は
毎
日
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま

し
た
が
、
そ
こ
に
出
て
く
る
だ
け
で
も

改
め
て
防
犯
に
関
心
を
持
ち
、
意
識
が

高
ま
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
顔
が

合
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
て
、
地
域
力
が
出
て
く
る
。
そ
れ
が

犯
罪
を
防
ぐ
力
に
な
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
は
、
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る

大
き
な
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
よ

う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
と
震し

ん

撼か
ん

さ
せ
ら

れ
ま
す
し
、
許
せ
な
い
で
す
よ
。
わ
た

し
た
ち
が
今
、
一
番
力
を
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
防
犯
は
、
子
ど
も
を
こ
う

し
た
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
、
ま
ず
、
親

が
責
任
を
持
っ
て
子
ど
も
の
そ
ば
に
い

て
あ
げ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
で
カ

バ
ー
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
学
校
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
だ
け
で
な
く
、
自
治
会
の
人
た
ち
が

ど
う
す
る
か
考
え
、
協
力
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
先
進
都
市
か
ら
情
報
を
得

て
、
そ
れ
を
活
用
す
る
の
も
一
つ
の
手

だ
と
思
い
ま
す
。
通
学
路
は
本
来
楽
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
わ
た
し
が
子
ど
も
の

こ
ろ
は
近
所
の
人
は
み
ん
な
親し

ん

戚せ
き

み
た

い
な
も
の
で
、
学
校
の
行
き
帰
り
に
は

楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
通
学
路
を
子
ど
も
た
ち
に
取
り

戻
す
た
め
に
も
、住
民
の
結
束
が
今
、求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

防
犯
は
他
人
事
だ
と
思
っ
て
い
る
人

が
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

犯
罪
は
だ
れ
で
も
巻
き
込
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
り
、
決
し
て
テ
レ
ビ
の
向
こ
う

の
出
来
事
で
は
な
い
の
で
す
。
自
分
は

大
丈
夫
だ
と
思
わ
ず
、
い
つ
で
も
防
犯

意
識
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、周

り
に
ど
ん
な
人
が
い
る
の
か
を
知
る
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
、
地
域
に
出
て
汗
を
か

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
村
団
地
前
で
防
犯
協
会
の
み
な
さ
ん
が

「
ひ
っ
た
く
り
注
意
」
を
呼
び
掛
け
る
。

平塚市防犯協会会長　山本壽男さん

検
な
ど
を
し
て
い
る
と
き

▽
平
塚
市
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
配
送
や
検
針
、

料
金
の
収
納
、
工
事
な
ど
を
し
て

い
る
と
き

【
提
供
さ
れ
る
主
な
情
報
】

●

犯
罪
防
止
に
関
す
る
情
報

●

不
審
者
や
変
質
者
な
ど
の
徘は

い

徊か
い

情
報

●

通
学
路
に
お
け
る
子
ど
も
の
安

全
に
関
す
る
情
報

●

ひ
き
逃
げ
、
当
て
逃
げ
事
件
な

ど
交
通
犯
罪
に
関
す
る
情
報

●

ひ
っ
た
く
り
、
車
上
ね
ら
い
、

自
動
販
売
機
荒
ら
し
な
ど
の
情
報

●

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
な
い

範
囲
で
の
高
齢
者
世
帯
の
防
犯
対

策
に
関
す
る
情
報

●

青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育

成
に
関
す
る
情
報

防
犯
協
会
の
呼
び
掛
け
で
、
先

月
か
ら
、
小
学
校
を
会
場
に
「
児

童
安
全
対
策
緊
急
会
議
」
を
開
く

地
域
が
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学

校
、
自
治
会
、
警
察
、
市
教
育
委

員
会
な
ど
の
関
係
者
が
集
ま
り
、子

ど
も
た
ち
の
安
全
、
特
に
下
校
時

や
下
校
後
の
安
全
に
つ
い
て
、
自

分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
話
し

合
い
、
行
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
地
域
や
家
庭
で
も
子

ど
も
の
安
全
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
、

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
こ
う
し
た
地
域
の
話
し
合
い

に
ど
う
ぞ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

平
塚
市
に
は
青
色
回
転
灯
を
付

け
た
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
（
通
称
／

青
パ
ト
）
が
あ
り
ま
す
。
回
転
灯

を
回
し
な
が
ら
、
ひ
っ
た
く
り
の

注
意
な
ど
を
呼
び
掛
け
、
地
域
を

パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
月
か
ら
は
消
防
車
と

ご
み
収
集
車
に
「
子
ど
も
の
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
中
」
の
プ
レ
ー
ト
を

付
け
、
救
急
隊
を
除
く
各
消
防
隊

や
清
掃
作
業
員
が
通
常
業
務
の
中

で
不
審
者
対
策
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
て
い
ま
す
。
消
防
隊
や
清
掃
作

業
員
が
不
審
者
を
見
つ
け
た
と
き

は
、
消
防
署
や
市
を
通
し
て
、
警

察
へ
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
学
校

関
係
機
関
に
情
報
提
供
し
ま
す
。

昨
年
一
月
か
ら
十
一
月
ま
で
に
起
き
た
平
塚
市
の
犯
罪

発
生
件
数
を
見
る
と
、
約
七
七
％
に
あ
た
る
三
千
五
百
九

十
件
が
窃
盗
犯
罪
で
す
。中
で
も
自
転
車
盗
は
最
も
多
く
、

九
百
一
件
を
数
え
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
不
審
者
に
声

を
掛
け
ら
れ
た
り
、
追
い
掛
け
ら
れ
た
り
す
る
事
態
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
力
を
結
集
し
て
防
犯
意
識
を
高
め
、
み
ん
な
の

力
で「
わ
が
ま
ち
平
塚
」を
犯
罪
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
へ
、

地
域
の
力
を
結
集

青
パ
ト
や
消
防
車
、
ご
み

収
集
車
が
パ
ト
ロ
ー
ル

企
業
の
職
員
が
現
場
か
ら

情
報
提
供

勝
原
小
学
校
で
開
か
れ
た
「
児
童

安
全
対
策
緊
急
会
議
」。ビ
デ
オ
を

視
聴
し
、
子
ど
も
の
下
校
時
の
安

全
に
つ
い
て
、
議
論
さ
れ
た
。

ス
ー
パ
ー
防
犯
灯
運
用
開

始
式
で
の
小
学
生
に
よ
る

使
用
訓
練
。
到
着
し
た
警

察
官
に
小
学
生
が
犯
人
の

特
徴
を
説
明
す
る
。

平塚駅 
駅西口 

まちかど広場 

野村證券 

クリエイト 
SD

紅谷町児童公園 

市民 
プラザ 
 

s「子どもの安全パトロ
ール中」のプレート
を付けた収集車が市
役所を出発。ごみ収
集をしながら、まち
をパトロール。

s

s

t

自転車盗

空き巣

み
ん
み
ん
な
で
守
る

な
で
守
る
「
わ
が
ま
ち
平
塚

わ
が
ま
ち
平
塚
」 

み
ん
み
ん
な
で
守
る

な
で
守
る
「
わ
が
ま
ち
平
塚

わ
が
ま
ち
平
塚
」 

み
ん
な
で
守
る
「
わ
が
ま
ち
平
塚
」 

許
せ
な
い
！
昨
年
昨
年
一
月
か
ら
十
一
月
ま
で
で
四
千
六
百
五
十
七
件

四
千
六
百
五
十
七
件
の
犯
罪
犯
罪
。 

 

許
せ
な
い
！
昨
年
一
月
か
ら
十
一
月
ま
で
で
四
千
六
百
五
十
七
件
の
犯
罪
。 

登場！
スーパー
防犯灯

被害に遭わないために 被害に遭わないために 
空き巣・ひったくり・自転車盗空き巣・ひったくり・自転車盗 空き巣・ひったくり・自転車盗 

・・・
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外枠の破線で切り取り、市販のポケットアルバムなどに入れて使うと便利です。 

平成18年1月15日　６
平塚市役所　電話23－1111・35－1111

お
申
し
込
み
は
、
社
会
福
祉

協
議
会（
1
33
―
２
３
３
３
）へ
。

■
初
心
者
向
け
手
話
講
習
会

初
め
て
の
方
で
も
安
心
し
て

学
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
日
時

１
月
26
日
〜
３
月
16

日
の
各
木
曜
日
、
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分（
全
８
回
）

▽
会
場

福
祉
会
館

▽
定
員

20
人（
先
着
順
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味

が
あ
る
方
、
始
め
て
み
た
い
と

い
う
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時

１
月
28
日（
土
）・
２

月
４
日（
土
）・
18
日（
土
）・
25

日（
土
）・
３
月
４
日（
土
）、
午

前
10
時
〜
正
午
（
全
５
回
）

▽
会
場

福
祉
会
館

▽
内
容

手
話
・
視
覚
障
害
者

誘
導
・
点
字
体
験
な
ど

▽
定
員

40
人（
先
着
順
）

１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
①
⑤
は
往

復
は
が
き
に
教
室
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
②
③
④
⑥
は
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー
（
〒
254
―
0054
中
里

34
―
17
・
1
34
―
０
３
１
１
）へ
。

十
代
か
ら
の
喫
煙
、
性
感
染

症
な
ど
中
学
生
の
体
と
心
の
問

題
を
、
保
護
者
や
地
域
に
住
む

者
の
立
場
か
ら
考
え
ま
す
。

▽
日
時

２
月
13
日（
月
）午
後

２
時
〜
４
時

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

▽
定
員

150
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー（
1
34
―
０
３
１
１
）へ
。

介
護
保
険
の
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
予
定
の
事
業
所

に
向
け
た
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
四
月
一
日
以
降
に
開
設
予

定
の
事
業
所
は
必
ず
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
日
時

１
月
20
日（
金
）午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
会
場

市
役
所
南
附
属
庁
舎

２
階
Ｅ
会
議
室

お
申
し
込
み
は
、
介
護
保
険

課（
1
21
―
８
７
９
０
）へ
。

■
要
約
筆
記
入
門
講
習
会

耳
の
不
自
由
な
方
に
文
字
で

情
報
を
伝
え
る「
要
約
筆
記
」を

学
び
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

２
月
１
日
〜
３
月
８

日
の
各
水
曜
日
、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分（
全
６
回
）

▽
会
場

福
祉
会
館

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
の
方

▽
定
員

20
人（
先
着
順
）

▽
教
材
費

500
円

■
初
級
音
訳
講
習
会

文
章
を
朗
読
し
て
目
の
不
自

由
な
方
に
伝
え
る
「
音
訳
」
を

始
め
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

２
月
３
日
〜
３
月
17

日
の
２
月
10
日
を
除
く
各
金
曜

日
、午
後
１
時
30
分
〜
４
時（
全

６
回
）

▽
会
場

福
祉
会
館

▽
対
象

50
歳
以
下
の
方

▽
定
員

10
人（
先
着
順
）

▽
資
料
代

一
千
円

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
施
策
に
つ
い
て
審
議
す
る
協

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

次
の
①
〜
④
を
満
た

す
方
　
①
市
内
に
１
年
以
上
在

住
②
応
募
時
に
20
歳
以
上
75
歳

以
下
③
平
日
の
会
議
に
出
席
で

き
る
④
市
の
ほ
か
の
付
属
機
関

な
ど
の
委
員
で
は
な
い

▽
募
集
人
数

２
人（
選
考
）

▽
任
期

平
成
18
年
４
月
１
日

〜
20
年
３
月
31
日

▽
会
議
予
定

年
間
３
回
程
度

（
報
酬
あ
り
）

▽
応
募
方
法

市
役
所
１
階
案

内
窓
口
、
公
民
館
な
ど
に
あ
る

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す

▽
締
め
切
り

１
月
30
日
（
月
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
課

（
内
線
２
６
６
７
）へ
。

①
あ
な
た
な
ら
ど
う
使
う
？
話

題
の
食
品
を
使
っ
て
（
料
理
を

作
る
＆
聞
く
コ
ー
ス
）

▽
日
時

２
月
１
日（
水
）午
前

10
時
〜
午
後
２
時

▽
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、三
角
布

▽
材
料
費

300
円

②
レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
〜
中

高
年
女
性
の
心
と
体

▽
日
時
／
内
容
２
月
２
日（
木
）

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分
／

医
師
・
管
理
栄
養
士
の
話
、
２

月
９
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
／
保
健
師
・
理
学
療

法
士
・
歯
科
衛
生
士
の
話
と
実
技

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

③
自
宅
で
で
き
る
歯
周
病
予
防

▽
日
時

２
月
５
日（
日
）午
前

10
時
〜
正
午

▽
会
場

中
央
公
民
館

▽
定
員

25
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ

プ
、
手
鏡

④
メ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー
〜
中
高
年

男
性
の
心
と
体

▽
日
時
／
内
容

２
月
10
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
／
保
健

師
・
医
師
の
話
、
２
月
17
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
／

医
師
・
理
学
療
法
士
の
話
と
実
技

▽
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

⑤
女
性
の
健
康
・
食
生
活
（
食

べ
る
＆
聞
く
コ
ー
ス
）

▽
日
時

２
月
21
日（
火
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

⑥
薬
の
飲
み
方
・
使
い
方
（
薬

剤
師
の
話
）

▽
日
時

２
月
23
日（
木
）午
後

「
中
学
生
の
か
ら
だ
と
心
の
健

康
づ
く
り
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

介
護
保
険
の
事
業
者
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

始
め
ま
せ
ん
か

一
緒
に
受
け
よ
う
！

「
健
康
教
室
」

市
民
健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会
の
委
員
を
募
集

Vol. 10

「
お
は
よ
う
」、「
い
っ
て
ら
っ
し

ゃ
い
」
岡
崎
地
区
の
朝
は
、
学
校
へ

向
か
う
子
ど
も
た
ち
と
、
そ
れ
を
見

守
る
地
域
の
人
た
ち
が
交
わ
す
元
気

な
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
ま
す
。

「
お
か
ざ
き
鈴
の
里
」
に
よ
る
登

下
校
の
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
全

国
で
子
ど
も
た
ち
が
巻
き
込
ま
れ
る

事
件
が
多
発

し
て
い
る
中

で
、「
も
し
か

す
る
と
わ
た

し
た
ち
の
地

区
で
も
」
と

い
う
危
機
感

か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

自
宅
の
前
で
掃
除
を
し
な
が
ら
見

守
る
人
、
通
学
路
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す

る
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
声

か
け
と
見
守
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
活
動
を
き
っ
か
け

に
、
岡
崎
地
区
で
は
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

自
治
会
な
ど
が
「
通
学
路
安
全
委
員

会
」を
つ
く
り
、協
力
し
て
子
ど
も
た

ち
を
見
守
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
通
学
路
安
全
見
守
り
立
ち
番
・
パ

ト
ロ
ー
ル
」（
松
原
地
区
）や「
子
ど
も

見
守
り
隊
」（
城
島
地
区
）な
ど
、地
域

全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
活
動

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
福
祉
政
策
課（
内
線
２
１
５
１
）

地域で見守る登下校

心停止（心室細動）を起こした人を救うための装置「AED（自動体外式除細動器）」の
操作方法や心肺蘇

そ

生
せい

法を学ぶ講習会に参加しませんか。
u日時 ①2月19日（日）②3月12日（日）、午後0時30分～4時30分　u会場 中央公民館
u対象 15歳以上の方（中学生は除く）u定員 各20人（先着順）u教材費 500円
u申し込み開始日時 1月16日（月）午前8時30分

あなたの機転が大切な命を救います

AAAAEEEEDDDDの使い方を学ぼう
◇申し込み先　生活福祉課（内線2210）

◇譲ってください
自転車（子ども用・
女性用）、女児用
おもちゃ、B型ベ
ビーカー、子ども
服、花水幼稚園女
子園児服、神田幼
稚園制服、大野中

学校制服、電化製品全般、ゴルフクラブ、
子ども用英語教材
◇譲ります ①有料 各種ベビー用品、チ
ャイルドシート、各種たんす、カーペット、
マッサージチェア、ローチェア、平机、ア
コーディオンカーテン、ミシン、エレクト
ーン　②無料 ベビーベッド、ひな人形、
五月人形、座卓、女子ランドセル、江南高
校女子制服、卓上コンロ用ガスボンベ、ス
キー靴26cm、スキーキャリア、自転車

・問い合わせ時に品物がない場合もあります
・ホームページからもご覧いただけます
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/kankyo/

リサイクルプラザ 
（1５１－５３０１） 

災害被災地に救援物資が届くま
でに3日かかるといわれています。
いつでも必要最低限の物を持ち出
せるようにしておきましょう。
持ち出し品は、お年寄りや赤ち

ゃんのいる家庭など、家族構成に
よっても異なります。中身を考え、
自力で最初の3日間を過ごすため
の一次持ち出し品と、その後、復
旧までを過ごすための二次持ち出
し品に分けて蓄えておきましょう。

二次持ち出し品は、外から取り
出せる場所に備蓄しておくとよい
でしょう。夏以外の季節は、車の
トランクの中なども有効です。ま
た、テントやバーべキューセット
などのアウトドアグッズは、避難
生活でも大変役に立ちます。

◆防災課（121－9734）

3日分は家庭で備蓄

市内のいくつかの地域には、身
近なところで助け合い、支え合う
「町内福祉村」があります。ここで
は、｢話し相手がほしい｣「電球の
交換を手伝ってほしい」など、一
人暮らしのお年寄りなどの日常生

活や、困りごとの解決などを支援
します。各地の活動拠点には地域
福祉コーディネーターが常駐し、地
域で募集した「福祉村ボランティア」
が支援・交流活動をしています。

町内福祉村の電話帳（平成18年1月1日現在）
■岡崎地区町内福祉村「おかざき鈴の里」／岡崎5928
■金田地区町内福祉村「いちごの会」／入野104ー2
■城島地区町内福祉村「城島ふれあいの里」／小鍋島621ー1城島分庁舎内　　　　　　
■花水地区町内福祉村／袖ケ浜20ー1なぎさふれあいセンター内　　　　　　　
■松が丘地区町内福祉村「みんなの広場」／東中原2ー5ー15
■松原地区町内福祉村／天沼7ー8松原分庁舎内　　　　　　　　
■港地区町内福祉村／夕陽ケ丘66ー1港ベイサイドホール内

□問 福祉政策課（内線2151）

158ー8789
135ー4670
153ー1822
121ー3401
133ー5005
124ー1223
123ー9836

町内福祉村



７ 広報ひらつか　第807号（1日・15日発行）
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

◆
高
校
進
学
に
奨
学
金
。「
奨
学

生
」を
募
集
し
ま
す

今
年
高
校
に
進
学
す
る
方
で
、

学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
方
に

奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽
支
給
条
件

学
業
成
績
と
品

行
が
良
く
、
返
還
義
務
の
な
い

奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い

▽
支
給
月
額

一
万
五
百
円

▽
締
め
切
り

２
月
10
日（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
務
課

（
1
35
―
８
１
１
８
）へ
。

◆
小
学
生
の
た
め
の
「
は
じ
め

て
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
を
開
催

▽
日
時

２
月
26
日（
日
）午
後

２
時
開
演

▽
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー

▽
演
奏

平
塚
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団

▽
曲
目

カ
ル
メ
ン
組
曲
、
宮

崎
駿
ア
ニ
メ
メ
ド
レ
ー
ほ
か

▽
対
象

小
学
生
以
下
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者

▽
定
員

一
千
四
百
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が

き（
一
枚
で
二
人
ま
で
）
に
住
所
、

希
望
者
全
員
の
氏
名
と
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
文
化
財
団

（
〒
254
―
0045
見
附
町
15
―
１
・

1
32
―
２
２
３
７
）へ
。

◆
講
演
会
「
夫
婦
の
危
機
・
い

ざ
と
い
う
と
き
の
法
律
知
識
」

夫
婦
関
係
や
離
婚
に
関
す
る

法
律
知
識
を
、
弁
護
士
の
篠
崎

百
合
子
さ
ん
に
学
び
ま
す
（
未

就
学
児
の
保
育
あ
り
）。

ま
た
、
受
講
者
を
対
象
に
三

月
二
日（
木
）、
離
婚
に
関
す
る

法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
（
講

演
会
当
日
会
場
で
受
け
付
け
）。

▽
日
時

２
月
21
日（
火
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

▽
定
員

50
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
は
が
き
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
男
女
共

同
参
画
推
進
室（
〒
254
―
8686
浅
間

町
９
―
１
・
6
21
―
９
７
３
６
・

内
線
２
１
７
２
）へ
。

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

絵
本
を
通
し
た
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
支
援
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
」
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
で

講
習
会
に
参
加
で
き
る
方

▽
講
習
日
時
／
会
場

２
月
15

日（
水
）・
22
日（
水
）、
３
月
８

日（
水
）、午
後
２
時
〜
４
時
、全

３
回
／
教
育
会
館

お
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
応
募
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

二
月
三
日（
金
）ま
で
に
中
央
図

書
館
（
〒
254
―
0041
浅
間
町
12
―

41
・
1
31
―
０
４
１
５
）へ
。

◆
「
お
や
じ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
講
座
」
参
加
者
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
、
仲
間
や
生
き
が
い
を
見
つ

け
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

２
月
５
日（
日
）午
後

２
時
〜
４
時
30
分

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
（
八
重
咲
町
３
―
３

JA
ビ
ル
か
な
が
わ
２
階
）

▽
講
師

吉
永
鴻
一
さ
ん（
シ
ニ

ア
社
会
学
会
運
営
サ
ポ
ー
タ
ー
）

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

▽
定
員

60
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
（
1
21
―
７
５
１
７
・

6
22
―
３
７
０
１
・

hira-sc
@
m
b.scn-net.ne.jp

）へ
。

◆
中
央
公
民
館
の
お
祭
り
「
ち

ゅ
う
お
う
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催

芸
能
発
表
、
体
験
教
室
、
模

擬
店
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

▽
日
時

１
月
27
日（
金
）〜
29

日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

メール 

▽
会
場

中
央
公
民
館

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公

民
館（
1
34
―
２
１
１
１
）へ
。

◆
講
演
会「
記
録
映
画『
白
神
の

夢
』か
ら
思
う
こ
と
」を
開
催

映
画
監
督
の
小
池
征
人
さ
ん

が
、
白
神
山
地
で
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と

な
ど
を
お
話
し
し
ま
す
。

▽
日
時

１
月
22
日（
日
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時
45
分

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
（
八
重
咲
町
３
―
３

JA
ビ
ル
か
な
が
わ
２
階
）

▽
定
員

80
人（
当
日
先
着
順
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
活

動
課（
1
21
―
７
５
３
４
）へ
。

◆
美
術
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

オ
ブ
ジ
ェ
を
作
ろ
う

板
状
の
粘
土
を
使
っ
て
立
体

セ
ラ
ミ
ッ
ク
作
品
を
作
り
ま
す
。

▽
日
時

２
月
５
日
・
19
日
・

26
日
、
３
月
12
日
の
各
日
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▽
会
場

美
術
館

▽
講
師

三
輪
太
一
さ
ん
（
造

形
作
家
）

▽
対
象

中
学
生
以
上
の
方

▽
定
員

25
人（
抽
選
）

▽
材
料
費

二
千
円

▽
締
め
切
り

１
月
25
日
（
水
）

お
申
し
込
み
は
電
話
で
、
ま

た
は
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
に
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
記
入
し
て
美
術
館（
〒
254

―
0073
西
八
幡
１
―
３
―
３
・
1

35
―
２
１
１
１
・
6
35
―
２
７

４
１
・

art-m
use@

city.hi
ratsuka.kanagaw

a.jp
）
へ
。

◆
受
講
生
を
募
集
「
商
業
経
営

セ
ミ
ナ
ー
」

①
バ
カ
な
発
想
を
す
る
や
つ
が

大
金
持
ち
・
実
例
に
学
ぶ
ア
イ

デ
ア
商
品
発
想
法

▽
日
時

２
月
８
日
（
水
）
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

▽
講
師

平
井
工
さ
ん
（

発

明
学
会
専
務
理
事
）

メール 

▽
定
員

40
人（
先
着
順
）

②
商
業
者
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
講
座

▽
日
時

初
級

２
月
17
日（
金
）

・
中
級

２
月
24
日（
金
）、
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

▽
会
場

神
奈
川
情
報
通
信
専

門
学
校（
宮
松
町
15
―
16
）

▽
定
員

各
25
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
商
業
観
光

課（
1
35
―
８
１
０
７
）へ
。

◆「
観
光
文
化
展
」で
市
内
の
景

勝
地
・
史
跡
を
紹
介
し
ま
す

▽
日
時

１
月
19
日（
木
）〜
24

日（
火
）午
前
10
時
〜
午
後
６
時

30
分

※
24
日
は
午
後
１
時
ま
で

▽
会
場

市
民
プ
ラ
ザ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
業
観

光
課（
1
35
―
８
１
０
７
）へ
。

◆
山
城
子
ど
も
の
家
は
施
設
改

修
の
た
め
休
館
し
ま
す

▽
休
館
期
間

２
月
１
日（
水
）

〜
15
日（
水
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年

課（
1
32
―
７
０
２
９
）へ
。

◆
学
校
給
食
物
資
納
入
業
者
の

新
規
登
録
を
始
め
ま
す

▽
申
請
用
紙
交
付
期
間

１
月

16
日（
月
）〜
23
日（
月
）

▽
受
け
付
け
期
間

１
月
24
日

（
火
）〜
２
月
３
日（
金
）

▽
交
付
・
申
請
会
場

学
校
給

食
会
（
豊
原
分
庁
舎
１
号
館
２

階
・
学
校
給
食
課
内
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
給

食
課（
1
35
―
８
１
１
９
）へ
。

十
七
・
十
八
・
十
九
分
団
）、
総

合
公
園
、
市
民
セ
ン
タ
ー

施

設
は
補
修
を
要
す
る
箇
所
が
あ

っ
た
が
良
好
に
管
理
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
備
品
は
良
好
に
管
理

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

瓶のリサイクルには二つの方法がありま
す。メーカーが回収し、洗ってそのまま使
用する方法（リユース、生

いき

瓶
びん

）と、一度砕い
てカレットと呼ばれる原料にする方法です。
生瓶は、主にビール瓶や一升瓶などの汎

用瓶です。平成16年度にリサイクルプラザ
が取り扱った2,187トンのうち、67トン（約
3％）が生瓶で、残りはカレットにしました。

カレットは色に
よって瓶や、ブ
ロックなどの建
築資材に再生し
ます。
瓶によっては

色の判定が難し
いものがありま

す。ほかにも再生できない耐熱ガラスや陶
器などが資源物として一緒に出されている
ことがありますが、すべてリサイクルプラ
ザで選別をしています。
みなさんには、キャップをはずしていた

だくことと、飲み残し・食べ残しのまま資
源に出すことのないようお願いします。

◆リサイクルプラザ（151－5301）

こちら 
ごみZERO情報局 ZERO

ゼ　　ロ 

ZERO
No.10 空き瓶のリサイクル

・・国民健康保険税　　（第8期）

・・介護保険料　　　　（第8期）

・・清掃し尿従量手数料（第10期）

◆納期最終日　1月31日（火）
納付には便利な口座振替をご利用く
ださい。市役所1階⑤番窓口、または
郵便局、市内に本支店のある金融機関
でお申し込みいただけます。

□問 市税総務課（121ー8769）

1月納期の市税・手数料

◆
公
有
財
産
・
備
品
の
管
理

▽
平
塚
競
輪
場
、
湘
南
バ
ン
ク

港
ベ
イ
サ
イ
ド
ホ
ー
ル
、
勤
労

会
館
、
聖
苑
、
高
麗
山
公
園
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
、
湘
南
海
岸
公
園

ビ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
馬
入
ふ
れ

あ
い
公
園
　
良
好
に
管
理
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

▽
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
、
青

少
年
会
館
、
び
わ
青
少
年
の
家
、

子
ど
も
の
家（
横
内
・
山
城
・
み

な
と
・
大
野
）、
保
育
園（
吉
沢
・

須
賀
・
夕
陽
ケ
丘
）、
消
防
署
出

張
所（
大
野
・
神
田
）、
消
防
署

分
団
庁
舎
（
第
七
・
八
・
十
六
・

監
査
の
結
果

u応募規格 カラープリント（キャビネ判以上ワイド四つ切りまで）※デジ
タル写真（写真店で焼き付けた合成のないもの）も可

u応募方法 市内のカメラ店などにある応募票を作品の裏面に付けて、市観
光協会事務局（〒254―0051豊原町2―21豊原分庁舎2号館3階）へ郵送または
持参してください　u締め切り 2月24日（金）

□　問 文化財団（132ー2237）

◆日時 3月4日（土）午後3時30分開演　◆会場 市民センター
◆入場料 3,000円（全席自由）
※チケットは市民センター、山野楽器平塚ラスカ店、ヨネザワ楽器で販売中

ローラン・ドガレイユ
（バイオリン）

岩崎由紀子
（ソプラノ）

パトリック・ジグマノフスキー
（ピアノ）

池田珠代
（ピアノ）

平塚総合体育館
バスケットボール女子日本リーグ

2月4日○土
★1stマッチ 三菱電機コアラーズ
〈13:00～〉 vs

日本航空ラビッツ

★2ndマッチ 富士通レッドウェーブ
〈14:40～〉 vs

日立ハイテクノロジーズ
スクァレルズ

◆入場料（ ）内は前売り料金
一　般 2,000円（1,500円）
高校生 1,000円（800円）
中学生 800円（600円）
小学生 500円（300円）

※チケットは総合公園管理事務所などで販売中 □問 総合公園管理事務所（135－2233）

―フランスからのおくりもの　 ―

平塚の四季や自然、まちなみや行事などを撮ってご応募ください

観光風景写真コンクール作品を募集
◇問い合わせ先　商業観光課（135－8107）

【一般廃棄物処理基本計画改訂素案】
中・長期的視点に立った一般廃棄物処

理の基本方針を定めた基本計画の改訂素
案がまとまりました。この素案に対する
ご意見をお寄せください。

u募集期間 1月20日（金）～2月20日（月）
u応募方法 市役所1階案内窓口、公民
館にある素案と募集案内をご覧のうえ、
「市長への手紙（郵送料市負担の手紙・
窓口や公民館にあります）」、ファクス、
Ｅメールで資源循環課へ
※素案は、市のホームページでもご覧にな
れます

◇みなさんからいただいたご意見に対す
る市の考え方は、市のホームページな
どを通して公表します

□問 資源循環課（内線2238）

みなさんのご意見を募集します
パブリック・コメント

・・・

・・・・・・

・・・



（休日・夜間急患診療所） 

平成18年1月15日　８広報ひらつか　第807号（1日・15日発行）

P
小
島
侑ゆ

う

大だ
い

ち
ゃ
ん

平
成
17
年
3
月
11
日
生
ま
れ

（
入
野
）

Q
岡
本
菜な

桜お

ち
ゃ
ん

平
成
17
年
4
月
4
日
生
ま
れ

（
袖
ケ
浜
）

P
鈴
木
巧た

く

馬ま

ち
ゃ
ん

平
成
17
年
2
月
5
日
生
ま
れ

（
西
八
幡
二
丁
目
）

Q
小
田
愛あ

い

菜な

ち
ゃ
ん

平
成
17
年
1
月
28
日
生
ま
れ

（
撫
子
原
）

P
尾
登
立り

ゅ
う

成せ
い

ち
ゃ
ん

平
成
17
年
6
月
21
日
生
ま
れ

（
万
田
）

★応募写真は平塚市ホームページ「広報ひらつか」のコーナーでも紹介します。デジタル写真の応募も同サイトをご利用ください。

P
野
田
翔し

ょ
う

太た

ち
ゃ
ん

平
成
17
年
2
月
1
日
生
ま
れ

（
大
神
）

●保健センター
・中里34-17
・134-0311

会場・問い合わせ先は保健センターです。母子健康手帳を忘れずに。

一
月
七
日
、
岡
崎
・
金
田
・
豊
田
の
三
つ
の
公

民
館
が
共
催
す
る「
冬
の
野
鳥
観
察
会
」が
開
か
れ

た
。
東
橋（
寺
田
縄
）か
ら
宮
下
橋（
岡
崎
）ま
で
の

鈴
川
沿
い
を
博
物
館
学
芸
員
の
案
内
で
歩
く
。
コ

ガ
モ
、
ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
、
カ
ワ

セ
ミ
　
。
い
く
つ
も
の
鳥
た
ち
が
冬
枯
れ
の
川
辺

に
色
彩
を
与
え
る
。

し
ば
ら
く
歩
く
と
、
頭
に
ツ
ン
と
伸
び
た
毛
が

特
徴
の
野
鳥「
タ
ゲ
リ
」が
わ
ず
か
に
広
が
る
緑
の

上
に
立
っ
て
い
た
。
湿
り
気
が
あ
る
田
の
上
を
好

む
こ
の
鳥
は
、
冬
に
な
る
と
乾
い
た
田
と
な
る
こ

の
あ
た
り
で
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。

鳥
た
ち
の
周
り
に
は
き
っ
と
彼
ら
が
暮
ら
し
や
す

い
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

さ
さ
い
な
出
会
い
で
も
、
と
き
に
そ
の
後
の
生

き
方
を
支
え
て
く
れ
る
宝
物
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
こ
と
が
あ
る
。初
春
の
野
で
出
会
っ
た
タ
ゲ
リ
。

そ
の
子
猫
の
よ
う
な
鳴
き
声
に
の
せ
て
、「
身
近
な

自
然
に
目
を
向
け
る
心
」
が
わ
た
し
の
中
に
届
い

た
気
が
し
た
。

（
広
報
課

）

一
月
中
旬
の
夜
十
時
こ
ろ
、「
カ
ノ

ー
プ
ス
」
と
い
う
星
が
南
の
水
平
線

近
く
に
見
え
ま
す
。
星
の
明
る
さ
は

マ
イ
ナ
ス
〇
・
七
等
で
、
天
空
で
一

番
明
る
い
お
お
い
ぬ
座
の
　
星
シ
リ

ウ
ス
に
次
ぐ
明
る
さ
で
す
。

平
塚
か
ら
は
、
南
の
水
平
線
す
れ

す
れ
、
高
度
二
度
の
高
さ
に
や
や
赤

み
を
帯
び
て
見
え
ま
す
。
低
い
空
に

現
れ
る
星
な
の
で
、
平
塚
よ
り
緯
度

が
数
度
高
い
東
北
地
方
の
北
部
や
北

海
道
か
ら
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
カ
ノ
ー
プ
ス
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ

神
話
に
登
場
す
る
水
先
案
内
人
の
名

前
で
す
が
、
日
本
で
は
オ
ウ
チ
ャ
ク

星
、
メ
ラ
星
と
い
っ
た
和
名
が
あ
り

ま
す
。
中
国
で
は「
南
極
老
人
星
」あ

る
い
は「
老
人
星
」と
も
呼
ば
れ
、
七

福
神
の
寿
老
人
に
な
ぞ
ら
え
、
一
目

見
る
と
長
生
き
が
で
き
る
め
で
た
い

星
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
来
は
白
い
星
で
あ
る
カ
ノ
ー
プ

ス
が
赤
み
を
帯
び
て
見
え
る
の
は
夕

日
が
赤
く
見
え
る
の
と
同
じ
原
理
で

す
が
、
昔
の
人
は
そ
の
姿
を
ほ
ろ
酔

い
気
分
の
寿
老
人
に
見
立
て
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

カ
ノ
ー
プ
ス
は
、
平
塚
で
は
、
海

岸
や
湘
南
平
の
よ
う
な
南
の
水
平
線

が
見
通
せ
る
場
所
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
気
象
条
件
が

限
ら
れ
て
お
り
、
好
天
で
大
島
が
見

え
る
よ
う
な
澄
み
切
っ
た
日
で
、
水

平
線
ま
で
晴
れ
渡
っ
た
と
き
で
な
け

れ
ば
、
き
れ
い
に
見
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
カ
ノ
ー
プ
ス
が
真
南
に
昇

る
前
後
一
時
間
く
ら
い
が
最
も
よ
く

見
え
る
時
間
帯
で
す
。
カ
ノ
ー
プ
ス

が
真
南
に
昇
る
の
は
、
一
月
中
旬
で

は
午
後
十
時
こ
ろ
、
二
月
上
旬
で
は

午
後
八
時
こ
ろ
で
す
。
一
年
の
初
め

に
め
で
た
い
星
を
探
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽
担
当
　
博
物
館（
1
33
―
5
1
1
1
）

バ ス 平塚駅北口⑤番線から諏訪
町・農業高校経由市民病院行き、「医
療センター前」下車、大人片道170円
※同番線からの湘南日向岡行き、東海大
学行き、金田公民館行きも停車します。

応募方法 カラー写真の裏に赤
ちゃんの氏名（ふりがな）・生年
月日・性別・住所・電話番号を
記入し、広報課「赤ちゃんのス
テージ」係（〒254-8686 浅間町

9-1）へ。対象は市内にお住まいの
1歳未満（掲載時）の赤ちゃん。締
め切りは前月の20日（抽選）。応募
は1回あたり1通まで。今回の応募
は35人。

【前期 妊娠 6か月までの方】
● 6 日（月）午後1時30分～3
時15分、歯の衛生・妊娠
中の過ごし方

● 13日（月）午前10時～午後
2時、調理実習で学ぶ妊娠
中と産後の栄養〈予約制〉

【後期 妊娠 8か月以降の方】
● 20日（月）午後1時30分～3
時15分、お産の進み方と
産後の過ごし方、呼吸法。
祖父母教室も開催

● 24日（金）午後1時30分～3
時30分、赤ちゃんのおふろ

【妊婦・新生児の訪問相談】
ご自宅で、妊娠中の健康

管理や新生児に関する相談
をお受けします〈予約制〉。
【育児相談】
生活、歯の衛生、食事の

相談。
◇受け付け 毎週水曜日午
前9時30分～10時30分

【にこにこ相談】
生活、食事の相談。

◇受け付け 8日（水）・22日
（水）午後1時30分～3時

【個別健康診査】
医療機関へ直接お申し込

みください。実施医療機関
の一覧表は保健センターで
お配りしています。
◇4か月児対象（満4か月～5
か月未満）

◇8～10か月児対象（満8か月
～11か月未満）

【集団健康診査】
受診日の1週間前までに

案内通知を送ります。受け付
け時間は午後1時～2時です。
◇1歳6か月～1歳7か月児対象
● 7日16年7 月1日～10日生
● 14日16年7 月11日～20日生
● 21日16年7 月21日～31日生
◇3 歳 2 か月児対象
● 2日14年12月1日～10日生
● 9日14年12月11日～20日生
● 16日14年12月21日～31日生
【歯科健康診査〈予約制〉】
歯の健康診査や相談、歯

みがき実習など。
◇2歳1か月児対象
● 8日（水）午後1時30分～2
時30分

● 23日（木）午前9時30分～10
時30分

離乳食の進め方など成長
に合わせたコースです。1週
間前までにご予約ください。
【ごっくん離乳食教室】
● 3～5か月児対象、23日（木）
午後1時30分～2時40分

【もぐもぐ離乳食教室】
● 7～8か月児対象、3日（金）・
17日（金）午後1時30分～3時

【カミカミ離乳食教室】
● 9～12か月児対象、9日（木）
午前10時30分～11時30分

【離乳食卒業教室】
● 1歳1か月～1歳5か月児対
象、28日（火）午前10時30
分～11時30分

お子さんと一緒に学べる
体験教室です〈予約制〉。
【すくすく子育て教室】

5～6か月児対象。赤ちゃん
の病気と育児・遊び方など。
● 1日（水）午後1時30分～3
時30分

【歯っぴい教室】
12か月～1歳3か月児対象。

● 2日（木）午前10時～11時
【のびのびキッズ２歳児教室】

2歳児対象。時間は午前
10時30分～11時30分です。
● 3日（金）親子遊びなど
● 10日（金）楽しい食事と好
き嫌い

● 17日（金）むし歯予防とブ
ラッシング実習

● 2月のカレンダー

出
会
い
が
も
た
ら
す
宝
物

●第22回●

見
る
と
め
で
た
い
老
人
星

鈴
川
で
冬
の
野
鳥
観
察
会

平
塚
写
真
ス
ケ
ッ
チ

平
塚
写
真
ス
ケ
ッ
チ

カノープス

赤ちゃんの
ステージ

赤 ち ゃ ん の
健 康 メ モ

▲湘南平の駐車場付近から望むカノープス（平成17年1月17日
午後11時ころ撮影）。
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